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製品情報の管理に関する考慮事項とマス
ターデータ管理（MDM）のメリット 
マーケティングには、4つの「P」という基本概念がありま
す。これは、複雑なマーケティングを、4つの柱（製品、価格、
場所、プロモーション）に分けて考えていくものです。同様
に、IT分野でも複雑なシステムやプロセスをシンプル化す
るメソッドはありますが、急増する製品情報の管理や品質
向上にかけては、そう単純には行きません。
そこで、本書では製品情報管理のルールとなる6つの「P」
をご紹介いたします。マスターデータ管理（MDM）などのツ
ールを使用して製品情報を管理すれば、製品情報を最大
限に活用して商品の市場投入までの期間を短縮したり、
顧客エクスペリエンスを向上して競争力を強化すること
で、ビジネスの成長を促進できるようになります。

製品情報管理の6つの「P」

 
ビジネスを成功へ導く新ルール：4つの「P」はもう時代遅
れ。これからは6つの「P」の時代に。

P1チーム編成
製品情報を効果的に管理するために
は、まず適切な人材を選ぶ必要があ
ります。プロジェクトを率いるリーダー
は、製品情報管理について戦略的な視
点で取り組む必要があります。また、そ
の下で実務を遂行するチームは、デー
タ管理の不備が原因で発生しているビ

ジネス課題に精通し、最適な商品マスターデータ管理ソリ
ューション（製品情報管理（PIM）ソリューション）を導入す
ることのメリットをしっかりと認識しなければなりません。
プロジェクトリーダーとチームが協力してビジネスケース
を構築し、社内のサポートや承認をスムーズに受けるため
の体制を整える必要があります。誰もがいつも協力的で
あるとは限りません。中には複数のアプリを組み合わせ、
分散データを個別に管理する既存のアプローチに満足し
ている社員もいるでしょう（最近の事例では、5つのアプリ
を使い分けている企業もありました！）。しかし、将来をし
っかりと見据えている企業なら、必ず優秀な人材がいるは

P2プロセス
デジタルトランスフォメーションの取り
組みは、特にデータに関係する場合、
チーム全員に達成可能なプロセスを
確立し、プロセスの評価と遂行を徹底
しないと失敗に終わります。プロセス
の確立の際は、そのメソッド、責任者、
他のプロセスとの相関関係/依存関

係、企業にもたらすメリットを明確に記載する必要があり
ます。
また、データガバナンス（正確性/整合性/一貫性/アクセシ
ビリティの確保、保存期間の設定、プライバシー保護の確
立）や、業務フロー、データモデリング、セキュリティ、デー
タのスチュワードシップなどを考慮に入れることも必要で
す。プロセスの各面が失敗した場合の影響を明確に示し、
理想的な成果を上げる上で、技術ソリューションが不可欠
であることを強調してください。 

マーケティングの4Pは、複雑な
マーケティングの法則をシンプ
ル化するための概念です。同様
に、IT分野でも複雑なシステム
やプロセスをシンプル化するコ
ツがあります。本書では、製品
データ管理のルールとなる 
6つの「P」をご紹介します。”
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P5忍耐と根気
製品情報を管理し、事業目標と戦略を
評価して、MDMの導入を開始すること
は、一夜でできることではありません。プ
ロジェクトを成功させるためには、体系
的に物事を進め、エグゼクティブの積極
的な協力を得る必要があります。
製品情報管理の効率化を目指している

ことを忘れず、困難が生じても粘り強く冷静に対処して行
けば、いずれ道は大きく拓けるはずです。その結果、業務変
革、業務中断の回避、顧客エクスペリエンスの改善などの
事業目標を達成し、全社レベルで戦略的に競争力を強化
できるでしょう。 

P6パートナー
最後のステップは、貴社のニーズに適
切に対応できるパートナーを選定する
ことです。製品情報や顧客情報など、単
一のデータドメインに適したソリューシ
ョンは、他のドメインの拡張ができない
分、柔軟性が大幅に制限されます。ひと
つの分野で成果が出れば、必ずそれを

他の分野に応用したいというリクエストが出てくるため、
柔軟性について予め慎重に考慮しておく必要があります。
もうひとつ注意しなければいけないのは、ベンダーが自
社の売上だけを目指しているのか、それとも提携関係を
通して必要なサポートを提供する姿勢があるのかという
ことです。貴社のニーズを考えず、単に自社製品を「ごり押
し」していないか注意してください。誠実なパートナーであ
れば、自社のニーズを先にすることはありません。

製品情報管理の6つの「P」を実践に移したいとお考えですか？ 

Stibo Systemsでは、貴社のビジネスを優先する「ビジネスファースト」のアプローチにより、事業目標に合わせた実装方
法をご提案し、測定可能な成果を出すことで、差別化を実現しています。様々な業種に精通した専門家チームが、豊かな
知識を活かしてクライアント様を成功へと導きます。そこが、当社のアプローチと統合MDMソリューションが他と一線を
画している点です。企業のニーズはそれぞれ異なります。MDMの導入プロセスもそれに合わせて調整が必要です。一旦導
入を開始すれば、大きなビジネス成果を実感できるでしょう。マスターデータ管理をビジネスに活用する詳しい方法につ
いては、Eメール（info@stibosystems.com）でお気軽にお問い合わせください。公式ウェブサイト（stibosystems.com）
でも詳細をご覧いただけます。 

P3パフォーマンス
優秀な人材を揃え、プロセスを確立し
ても、それを的確に遂行するための技
術がなくてはうまく行きません。MDMソ
リューションは多岐にわたり、一見ど
れも似ているように見えるかもしれま
せん。しかし、技術のほとんどがそうで
あるように、拡張性、柔軟性、使いやす

さは製品により大きく異なります。事業目標やニーズに合
わせて、必要な機能を搭載している技術を選択することが
重要です。当社のソリューションが他社と一線を画してい
る理由は、複数のドメインをシームレスに連結できる機能
があるからです。どのソリューションを選択するにしても、
貴社のビジネスニーズや期待に応えるものであることが
肝心です。 

P4ソリューションの位置
付け
マスターデータ管理を導入する際、比
較的規模の小さい、戦術レベルのソリ
ューションの実装については、重役レ
ベルにビジネスメリットを確約したり、
承認を得る必要がないため、比較的進
めやすいでしょう。戦略レベルのソリュ

ーションを実装する場合には、ソリューションが提供する
機能や、必要な投資について、より慎重に考慮する必要が
あります。部署間の連携体制が確立されていない企業の
場合、必要な資金を確保し、各部署のリーダーから理解と
協力を得ることができるかどうかは、ソリューションの位
置づけで決まります。予算と協力の両方を得ることができ
るよう綿密に働きかけてください。


